
第２期整備エリアオープンに向けた
今後のスケジュール

i-coreFUCHU推進事業における官民連携の検討委員会
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ブックスペースの検討
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i-coreFUCHU推進事業における官民連携の検討委員会

★ブックスペース設置の目的
市民や来街者が憩い寛ぎ、学び・チャレンジが出来る場と
して、知識を共有する。

要綱第３条第４項の規定によりワーキンググループを設置し、
委員を任命し、コンセプトやテーマ、配架図書を検討する。

委員 所属等

河田 五月 元小学校校長、

小谷 直正 NPO法人府中ノアンテナ理事

田中 いづみ 前府中市立図書館館長、前検討委員会委員

宗藤 正典 NPO法人府中ノアンテナ副理事、

森山 直洋 府中市教育委員、㈱太陽都市クリーナー代表取締役

吉原 純 検討委員会委員



ブックスペースの検討
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開催月日 会議の内容

第１回 令和5年9月25日 スペースのイメージの共有

第２回 令和5年10月23日 全体コンセプト、運用イメージの検討

第３回 令和5年11月24日 コンセプトの決定、図書の冊数・予算の検討

第４回 令和6年1月29日 配架図書のテーマ、企画（仕掛け）の検討

第５回 令和6年2月（予定） 配架図書の選定、寄贈図書依頼者の検討（未定）

第６回 令和6年3月（予定） 図書等の配架の具体的計画の検討（未定）

★コンセプト

「リビングライブラリー」
空間としてのみんなのリビング
人が本となる ⇔ 本が人をつなぐ



ブックスペースの検討
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地場産業のPRの場（府中家具）
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第１期整備（令和３年度）



地場産業のPRの場（府中家具）
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施設予約管理システム導入の検討
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i-coreFUCHU推進事業における官民連携の検討委員会

●現状
・施設の予約は電話か直接来場して職員に問い合わせ
・申請書を紙かメールで提出⇒審査、決裁後許可書を発行
・使用料については現金（銀行又は窓口）、PayPay（窓口）

●課題
・施設予約は職員が確認しながら手作業
・申請書は紙ベース。消費量も保存量も年々増加傾向
・会計上のトラブルを危惧

●今後の対策
・Ｗｅｂ上での予約が可能
・オンラインでの決済可能
・電子化による情報の一元管理

施設予約管理システムの導入



i-coreFUCHU推進事業における官民連携の検討委員会

情報発信の取組み
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広報ふちゅうへの掲載
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地元情報誌への掲載（キタマチDiary）
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動画（YouTube）作成によるPR作戦
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（仮称）So-netmoのPR大作戦（案）
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★ワークショップの開催

★臨時屋台の出店

★試食会の開催

★高校生とコラボ企画
（例）メニュー考案

メニュー表の作成
看板の作成

★オープン特別企画
（例）ソフトクリーム割引券を広報に貼付



「i-coreFUCHUを売り込め！」作戦
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i-coreFUCHU推進事業における官民連携の検討委員会

テレビ局、ラジオ局などの様々なメディアに対してきめ細かい情報提供や
積極的に取材への営業活動を行っています。
利用者がほしい情報をピンポイントかつ効率的に届けます。
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今後のスケジュール


